
戦
国
大
名
浅
井
氏
の
濯
蹴
支
配

小

和

田

哲

男

一
、
は

め

!こ

じ

戦
国
時
代
は
、
わ
が
国
の
農
業
生
産
力
の
発
展
と
い
う
点
か
ら
み
た
場
合
、
最
も
飛
躍
的
な
進
歩
を
遂
げ
た
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
丁
度
、
中
世
的
な
谷
田
か
ら
近
世
的
な
平
野
部
へ
の
水
田
の
進
出
に
よ
り
、
従
来
の
谷
水
な
ど
を
利
用
し
て
い
た

戦国大名浅井氏の濯瓶支配

段
階
か
ら
、
大
河
川
の
水
を
も
利
用
す
る
に
至
る
過
渡
期
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
生
産
力
の
飛
躍
的
増
大
を
保

証
し
た
の
が
ほ
か
な
ら
ぬ
戦
国
大
名
に
よ
る
濯
概
治
水
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
異
論
の
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

具
体
的
な
数
値
で
戦
国
時
代
の
濯
瓶
治
水
工
事
の
概
況
を
探
る
た
め
に
、

『
明
治
以
前
日
本
土
木
史
①
』
所
収
の
河
川
・
運
河
・
砂
防

に
関
す
る
年
表
を
分
析
し
て
み
る
と
、
戦
国
時
代
が
、
そ
れ
以
前
の
時
代
に
比
較
し
て
群
を
抜
い
て
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
、

ま
た
、
開
墾

-
干
拓
・
埋
立
・
溜
池
・
濯
甑
・
排
水
に
関
す
る
年
表
か
ら
も
、
用
水
路
に
関
し
て
は
、
江
戸
中
期
と
末
期
の
方
が
量
的
に
は
多
い
が
、

戦
国
時
代
は
、
そ
れ
以
前
と
比
較
し
て
、
や
は
り
飛
躍
的
に
工
事
の
件
数
が
増
加
し
て
い
る
。
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そ
れ
ら
濯
概
治
水
工
事
な
ど
の
個
々
の
具
体
像
は
、
た
と
え
ば
、
中
丸
和
伯
氏
に
よ
っ
て
後
北
条
氏
の
新
田
開
発
の
例
が
明
ら
か
に
さ
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れ
た
り
②
、
武
田
氏
の
有
名
な
信
玄
堤
や
、

加
藤
清
正
の
肥
後
沿
岸
地
帯
の
干
拓
事
業
の
例
な
ど
が
多
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
@
、

各

戦
国
大
名
の
個
別
研
究
が
深
め
ら
れ
、
今
川
氏
、
伊
達
氏
、
佐
々
氏
な
ど
の
具
体
例
が
追
求
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

戦
国
大
名
に
よ
っ
て
多
少
の
変
化
は
あ
れ
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
戦
国
大
名
の
濯
甑
治
水
、
新
田
開
発
な
ど
の
土
木
事
業
は
従
来
、

様

に
「
戦
国
大
名
の
民
政
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

「
戦
国
大
名
は
、
中
世
以
来
の
階
級
闘
争
の
極
点
に
至
っ
て
到
来
し
た
領
主
層
の
階
級
的
結
集
と
い
う
性
格
を
も
っ
軍
事
権

力
で
あ
る
@
o
」
と
い
う
戦
国
大
名
の
性
格
規
定
と
あ
わ
せ
考
え
る
時
、
戦
国
大
名
の
濯
甑
治
水
事
業
な
ど
を
、

た
だ
「
民
政
」
と
し
て
把

握
す
る
の
み
で
は
、
本
来
の
権
力
の
本
質
が
見
失
な
わ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
o
確
か
に
宝
月
圭
吾
氏
の

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
戦
国
の
「
諸
侯
は
外
に
向
っ
て
戦
ふ
と
同
時
に
、
自
領
内
に
お
け
る
農
業
生
産
の
拡
充
に
専
念
し
、
そ
の
為
め
に
は

種
々
の
政
策
を
実
行
し
た
が
、
就
中
生
産
拡
充
の
必
須
条
件
で
あ
る
濯
甑
、
治
水
施
設
の
整
備
に
少
か
ら
ず
音
山
を
用
ひ
た
の
は
当
然
と
い

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

(

傍
点
小
和
田
)
@
」
の
で
あ
り
、

ま
た
、

「
用
水
を
統
制
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
領
主
の
土
地
支
配
、
生
産
拡
充

の
た
め
の
最
も
大
切
な
要
件
の
一
で
あ
っ
た
@
」
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
農
業
生
産
力
を
上
げ
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
戦
国

大
名
領
国
の
拡
大
を
意
味
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

そ
の
点
を
中
村
吉
治
氏
は
、

「
水
統
制
の
発
展
が
大
名
領
発
展
に
併
行
す
る
⑦
」

と
鋭
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

端
的
に
い
う
と
、
こ
の
よ
う
な
戦
国
大
名
の
領
国
拡
大
政
策
の
所
産
で
あ
る
濯
甑
治
水
工
事
を
そ
の
ま
ま
「
民
政
」
と
し
て
明
る
い
面

だ
け
を
描
い
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

「
民
政
」
と
は
、
本
来
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
「
公
共
の
安
寧
維
持
、
国
民
の
幸
福

増
進
を
お
も
な
目
的
と
す
る
政
務
@
」
で
あ
る
べ
き
も
の
で
、
具
体
的
歴
史
的
事
実
に
即
し
て
い
え
ば
、

農
民
の
生
活
向
上
に
直
接
プ
ラ

ス
す
る
政
治
で
な
け
れ
ば
お
か
し
い
こ
と
に
な
る
。
戦
国
時
代
の
各
地
戦
国
大
名
に
よ
る
大
規
模
な
濯
概
用
水
、
治
水
事
業
は
、
こ
の
点



か
ら
再
評
価
し
な
お
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
農
業
生
産
力
の
飛
躍
的
な
増
大
が
、
農
民
の
生
活
に
ど
れ
ほ
ど
プ
ラ
ス
と
な

っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
戦
国
大
名
自
身
の
領
国
拡
大
、
自
己
の
権
力
保
持
、
拡
充
に
ど
れ
ほ
ど
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
の
相
関

関
係
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

如
上
の
視
点
で
戦
国
期
の
史
料
を
探
る
と
、

ま
す
ま
す
戦
国
大
名
の
「
水
」
に
関
す
る
腐
心
ぶ
り
が
異
常
な
ま
で
の
執
着
心
を
と
も
な

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
よ
く
引
か
れ
る
史
料
で
あ
る
が
、
次
の
享
禄
五
年
(
一
五
三
二
)
福
原
左
近
允
広
俊
以
下
の
起
請
文
@
は
、

一
条
目
に
、

一
御
家
来
井
手
溝
等
、
自
然
依
洪
水
、
年
々
在
所
々
々
相
替
事
会
/
々
候
、
然
時
者
、
井
手
者
見
合
候
而
、
不
論
自
他
之
分
領
、
せ
か
せ
ら
る
へ
き
事
可

然
候
、
車
持
者
改
掘
侯
者
、
田
昌
費
候
ハ
て
も
不
可
叶
候
之
条
、
み
そ
料
を
ハ
相
当
可
立
置
事

と
あ
っ
て
、
こ
の
用
水
の
管
理
の
問
題
と
、
二
条
目
に
負
債
者
の
追
求
、
三
条
目
に
逃
亡
下
人
処
分
の
こ
と
が
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
三
つ
の

問
題
で
福
原
氏
以
下
三
十
二
名
の
国
人
た
ち
が
毛
利
氏
に
対
し
て
提
出
し
た
起
請
文
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
国
大
名
お
よ
び
国
人
領

戦国大名浅井氏の潅瓶支配

主
に
と
っ
て
、
用
水
の
問
題
が
非
常
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
o

ち
な
み
に
、
戦
国
大
名
の
分
国
法
の
中
で
、

「
水
」
の
問
題
を
扱
っ
た
条
文
を
列
挙
す
る
也
、

ま
ず
相
良
氏
の
場
合
は
相
良
氏
法
度
⑬

一
本
田
の
水
を
以
て
、
新
田
を
ひ
ら
く
に
よ
て
、
本
田
の
煩
た
る
在
所
あ
り
、
た
と
ひ
本
田
よ
り
あ
ま
り
候
水
な
り
と
も
、
能
々
木
田
の
領
主
-
一
こ
ひ

候
て
、
り
や
う
し
や
う
な
ら
ハ
ひ
ら
く
へ
し
、

と
規
定
さ
れ
、
本
田
と
新
田
の
用
水
配
分
に
つ
い
て
詳
細
に
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
今
川
氏
は
今
川
仮
名
目
録
に
@
、
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一
新
井
溝
近
年
相
諭
す
る
事
、
毎
度
に
及
へ
り
、
所
詮
他
人
之
知
行
を
通
す
上
ハ
、
或
、
替
地
、
或
ハ
井
料
勿
論
也
、
然
は
奉
行
人
を
た
て
、
速
に
井

溝
の
分
限
を
は
か
ら
ふ
へ
し
、
奉
行
人
に
い
た
り
て
つ
以
ニ
罰
文
一
、
私
な
き
様
に
可
ニ
沙
汰
一
也
、
但
白
エ
往
古
一
、
井
料
の
沙
汰
な
き
所
に
を
い
て
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ハ
、
沙
汰
の
限
に
あ
ら
さ
る
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
井
料
に
関
す
る
規
定
を
し
て
ド
る
こ
と
と
、
新
ら
し
い
井
溝
を
め
ぐ
っ
て
の
用
水
争
論
の
絶
え
な
か
っ
た
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
伊
達
氏
の
塵
芥
集
で
は
、
用
水
関
係
は
数
ケ
条
に
わ
た
っ
て
い
る
。

一
ょ
う
水
の
事
、
せ
ん
き
ま
か
せ
た
る
へ
し
、
然
に
せ
ん
f
t
B
さ
た
ま
り
候
せ
き
く
ち
を
あ
ら
た
め
、
ミ
っ
か
ミ
の
人
、
是
を
と
を
す
ま
し
き
の
よ

し
、
い
ら
ん
に
を
よ
ふ
事
、
可
レ
為
ニ
越
度
一
、
又
河
下
の
人
せ
ん
き
ま
か
せ
に
と
を
す
へ
き
の
よ
し
申
、
川
か
ミ
の
人
ハ
せ
ん
き
よ
り
と
を
さ
さ
る

よ
し
申
、
も
ん
た
う
の
き
あ
ら
ん
に
、
相
互
に
支
詮
な
き
の
う
へ
、
理
ひ
け
つ
し
か
た
き
に
い
た
っ
て
つ
万
民
を
は
こ
く
む
の
ゆ
へ
、
彼
用
水
を

と
を
す
へ
き
な
り
、

こ
の
よ
う
に
上
流
と
下
流
と
の
用
水
争
論
に
関
す
る
規
定
を
は
じ
め
と
し
て
、
以
下
「
就
溝
掘
退
転
通
用
水
於
近
隣
在
家
内
事
」

ー「

堰

場
変
改
事
」

「
飲
用
之
河
水
事
」

「
依
用
水
堤
他
領
為
荒
地
事
」
と
続
き
用
水
争
論
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

一
ミ
つ
い
さ
か
い
の
事
、
用
水
の
は
う
に
ま
か
す
へ
し
、
然
に
も
ん
た
う
に
を
よ
ひ
、
人
を
ち
ゃ
う
ち
ゃ
く
せ
し
む
る
と
も
か
ら
ハ
を
つ
と
た
る
〈

し
、
人
を
こ
ろ
す
に
い
た
っ
て
ハ
是
非
に
を
よ
は
す
、
其
成
敗
有
へ
き
者
也
、

と
あ
っ
て
、
用
水
争
論
の
こ
と
に
つ
い
て
、
厳
い
処
罰
を
規
定
し
て
い
る
o

こ
の
よ
う
な
条
文
は
、

ま
た
逆
に
、
用
水
争
論
が
頻
繁
に
行

な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
同
様
の
例
は
、
六
角
氏
の
六
角
氏
式
目
⑬
に
も
次
の
如
く
見
え
る
。

一
野
事
、
山
事
、
井
水
事
、
可
レ
准
一
一
先
僚
一
、
但
、

郷
江
、
可
レ
被
レ
相
ニ
懸
其
各
一
事
、

一
圧
一
郷
打
起
、
於
レ
及
ニ
鉾
楯
一
者
、
科
人
指
-
一
交
名
一
雄
レ
申
レ
之
、
不
レ
可
レ
被
一
一
関
召
入
一
、
一
庄
一

以
上
、
分
国
法
に
み
え
る
水
関
係
の
条
項
を
列
挙
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
国
大
名
は
、
濯
概
支
配
を
非

常
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
o

ま
た
、
そ
れ
と
不
可
分
の
関
係
と
し
て
、
戦
国
大
名
の
土
木
事
業
と
の
関
連
を
追
求
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
即
ち
、
戦
国
大
名
が
何
故
、
濯
甑
用
水
、
治
水
事
業
に
力
を
い
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
分
国
法



で、

「
水
」
に
関
す
る
条
項
応
力
点
を
置
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
た
だ
、

「
水
を
押
え
た
領
主
が
土
地
の
支

配
を
強
め
た
@
」
と
い
う
理
解
だ
け
で
は
不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

本
稿
で
は
浅
井
氏
の
場
合
を
中
心
に
し
て
、
戦
国
大
名
の
治
水
事
業
の
具
体
像
を
追
求
し
、
次
い
で
、
戦
国
大
名
の
擢
概
支
配
が
い
か

な
る
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
全
般
的
な
戦
国
時
代
の
農
政
の
動
向
お
よ

び
濯
、
説
治
水
事
業
の
一
般
的
事
実
に
関
し
て
は
、
前
述
し
た
「
中
世
濯
概
史
の
研
究
』

「
明
治
以
前
日
本
土
木
史
』
『
日
本
農
業
技
術
史
』

の
他
、

『
日
本
濯
甑
水
利
慣
行
の
史
的
研
究
」
@
、

『
農
業
水
利
慣
行
調
査
』
@
な
ど
の
先
学
に
譲
り
、
以

『
近
世
日
本
農
業
の
構
造
』
@
、

下
、
具
体
的
に
浅
井
氏
領
国
下
に
お
け
る
実
態
を
追
求
す
る
。

ニ
、
浅
井
氏
領
国
下
の
用
水
争
論

戦国大名浅井氏の濯瓶支配

浅
井
氏
は
近
江
の
北
部
六
郡
(
高
島
・
伊
香
・
東
浅
井
・
坂
田
・
犬
上
・
愛
知
官
)
を
地
盤
に
し
て
成
長
し
た
戦
国
大
名
で
あ
る
が
、
東

浅
井
郡
の
名
が
示
す
如
く
、
古
く
か
ら
当
地
の
在
地
領
主
と
し
て
、
守
護
京
極
氏
の
被
官
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
永
一
一
一
年

(
一
五
二
三
)

の
京
極
氏
の
継
嗣
争
い
に
端
を
発
し
た
内
証
に
よ
っ
て
、
浅
井
氏
は
同
じ
く
京
極
氏
の
被
官
で
あ
っ
た
浅
見
氏
、
堀
氏
、

今
井
氏
な
ど
の
国
人
領
主
と
語
ら
っ
て
浅
見
貞
則
を
盟
主
と
し
て
国
人
一
挟
を
形
成
し
、
京
極
高
清
を
追
放
し
、
そ
の
子
高
延
を
新
守
護

に
擁
立
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
後
、
浅
見
貞
則
を
破
り
、
京
極
高
延
を
自
己
の
居
城
小
谷
城
に
迎
え
、
江
南
の
大
名
六
角
氏
の
攻

撃
を
受
け
な
が
ら
も
着
実
に
戦
国
大
名
へ
の
地
歩
を
固
め
、
天
文
三
年
(
一
五
三
四
)
に
は
、
京
極
高
清
、
高
延
父
子
を
小
谷
城
の
麓
に

あ
る
清
水
谷
の
居
館
に
招
き
饗
応
し
、
浅
井
氏
の
権
力
は
経
済
力
の
点
か
ら
も
政
治
力
の
点
か
ら
も
、
京
極
氏
や
、
他
の
国
人
領
主
を
圧

23 

倒
す
る
に
至
っ
た
。
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一
般
に
浅
井
三
代
と
い
わ
れ
る
浅
井
亮
政
、
久
政
、
長
政
の
約
五
十
年
間
を
通
じ
て
の
戦
国
大
名
領
固
形
成
の
過
程
は
、

別
稿
⑬
で
追

ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

求
す
る
が
、
浅
井
氏
の
戦
国
大
名
化
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
井
相
論
」
へ
の
介
入
の
問
題
を
中
心
に
し
て
、
以
下
明

琵
琶
湖
に
そ
そ
ぐ
河
川
は
、

俗
に
八
百
八
川
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
@
く
ら
い
に
中
小
河
川
が
多
く
、
全
般
的
に
見
て
、
そ
の
長
さ
は

非
常
に
短
か
く
、
最
長
の
も
の
で
も
、
姉
川
の

i ・~占。 ;ιdh

五
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
以
下
、
野
洲
川
、

浅井氏領国(江北六郡)の主要河川

愛
知
川
、
安
曇
川
、

日
野
川
、
高
時
川
、
草
津

JII 

石
田
;11 

犬
上
JII 

天
野
川
、

百
瀬
川
な

ど
が
中
河
川
と
し
て
続
く
。
し
か
も
、
流
路
の

傾
斜
が
急
で
、
大
雨
の
時
は
流
量
が
あ
っ
て

も
、
平
時
は
流
れ
が
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が
水
無

川
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
昭
和
二
十
五
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ

ば
、
滋
賀
県
の
耕
地
面
積
約
六
万
九
千
八
百
町

図 1

歩
の
内
、
水
田
の
面
積
は
そ
の
九
十
パ

1
セ
ン

ト
を
越
え
る
約
六
万
三
千
町
歩
を
占
め
て
お

り
、
水
田
に
頼
る
面
、
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い



る
O 

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
水
田
農
業
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
頼
る
べ
き
水
が
以
上
述
べ
た
よ
う
な
中
小
河
川
の
不
安
定
な
実
態
で
は
、

い
き
お
い
水
争
い
、

つ
ま
り
用
水
争
論
が
頻
発
し
た
の
も
当
然
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
o
事
実
、
江
北
に
お
い
て
は
、
古

く
か
ら
「
井
相
論
」
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
、
文
献
上
確
認
し
う
る
も
の
と
し
て
は
、
応
永
年
間
(
一
三
九
四
l
一
回
二
七
)
に
丁
野
村
の
村

民
と
速
水
青
名
の
村
民
と
の
聞
に
用
水
争
論
の
起
っ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
@
、

文
明
十
一
年
(
一
四
七
九
)
に
は
、
上
坂
、
三
田
村
両

村
の
聞
に
用
水
争
論
が
お
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
実
態
は

「
晴
富
宿
高
明
記
」
の
文
明
十
一
年
七
月
廿
一
一
一
日
の
条
に
「
江
州
北
郡
有
一
一
用
水
相

論
合
戦
一
、

六
百
余
人
打
死
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

合
戦
で
討
死
し
た
者
が
六
百
余
人
と
い
う
、
多
少
の
誇
張
は
あ
っ
て
も
、
非

常
に
大
規
模
な
用
水
争
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

私
は
、
現
地
の
聞
き
込
み
実
地
調
査
に
よ
っ
て
、
以
下
に
述
べ
る
四
つ
の
形
態
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
す
べ
て
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
、
中
世
的
な
「
井
相
論
」
の
実
態
を
う
か
が
わ
し
め
る
も
の
と
し
て
、
検
討
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。

戦国大名浅井氏の潅波支配

第
一
は
、
渇
水
時
に
、
用
水
を
流
し
て
も
ら
い
た
い
、

つ
ま
り
井
の
水
を
落
と
し
て
も
ら
い
た
い
と
依
頼
す
る
部
落
の
代
表
が
、
白
装

束
に
身
を
固
め
て
、

「
川
の
情
に
よ
っ
て
お
願
い
す
る
」
と
、
井
堰
の
権
利
を
持
つ
村
に
い
わ
な
け
れ
ば
、
容
易
に
用
水
を
流
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
と
い
う
「
井
落
し
」
の
慣
習
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、
や
は
り
渇
水
時
に
、
下
流
の
農
民
が
上
流
へ
陣
笠
、
陣
羽
織
姿
で
棒
を
持
っ
て
大
挙
押
し
か
け
、

一
方
、
上
流
の
農
民
も
そ

れ
に
対
抗
し
て
、

お
わ
ん
の
よ
う
な
も
の
に
水
を
い
れ
、

そ
れ
を
下
流
の
農
民
に
か
け
て
防
戦
し
た
と
い
う
@
o

こ
れ
ら
一
、

二
の
形

は
、
中
世
的
な
慣
習
が
そ
の
ま
ま
儀
式
と
し
て
、
あ
る
い
は
祭
み
た
い
な
形
で
残
さ
れ
た
も
の
で
、
中
世
に
お
け
る
江
北
の
用
水
事
情
を

25 

明
白
に
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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う
な
傾
向
の
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
o

第
四
と
し
て
、
常
喜
(
現
長
浜
市
常
喜
東
町
・
常
喜
西
町
)

第
三
に
、
高
時
川
の
上
流
の
大
井
附
近
で
は
、
年
一
回
、
井
堰

の
掃
除
を
す
る
に
あ
た
り
、
掃
除
を
は
じ
め
る
前
に
、
白
山
神
社

ネ土

に
集
ま
り
、

一
味
神
水
し
て
井
堰
の
型
を
か
え
な
い
こ
と
を
神
に

神

誓
い
、
そ
ろ
っ
て
掃
除
に
出
か
け
た
と
い
う
⑫
O

こ
の
井
堰
の
掃

山

除
を
一
年
に
一
回
や
る
と
い
う
こ
と
は
、

や
は
り
、
直
接
、
利
害

白写真 1

関
係
に
響
い
て
く
る
こ
と
で
、
井
堰
の
型
を
変
え
て
、
自
分
の
方

に
多
く
水
を
引
き
入
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
た
め
に
、
神
に

誓
う
と
い
う
形
態
か
ら
、
県
な
ど
の
係
官
立
ち
合
い
の
下
で
行
な

う
と
い
う
よ
う
に
変
化
は
し
て
い
て
も
、
極
く
最
近
ま
で
そ
の
よ

の
村
民
が
、
用
水
の
権
利
を
有
す
る
七
条
(
現
長
浜
市
七
条
東
町
、
問
中

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
o

つ
ま
り
、

の
人
に
、
毎
年
、
盆
と
暮
に
は
何
か
持
っ
て
い
っ
て
い
た
@
と
い
う
こ
と
は
、

「
井
料
」
の
今
日
的
形
態
と
し
て

町
、
同
西
町
)

丁
度
、

「
中
世
に
て
は
、
領
主
の
支
配
す
る
用
水
を
領
民
の
田
に
引
瓶
せ
し
む
る
や
う
な
時
に
は
、
そ

農
民
よ
り
若
干
の
財
物
を
徴
集
す
る
場
合
が
稀
で
は
な
か
っ
た
。
@
」

の
使
用
料
と
し
て
井
料
な
る
名
称
の
も
と
に
、

の
で
あ
り
、

普
通

は
、
年
貢
米
総
額
の
約
五
分
一
に
あ
た
る
程
、
率
の
高
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

実
際
の
意
味
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、

以
上
述
べ
た
四
つ
の
形
態
す
べ
て
が
、
今
日
江
北
で
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
い
う
と
、
三
の
例
は
、
昭
和
初
年
ま
で

一
、
二
の
例
は
、
儀
式
で
は
あ
れ
、
そ
の
よ
う
な
慣
習
を
残
じ
て
い
た
も
の
が
、
昭
和
十
六



年
の
合
向
井
堰
の
完
成
で
今
日
で
は
全
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

四
の
例
は
、
今
か
ら
八
年
程
前
、
南
部
用
水
の
完
成
す
る
ま

で
実
際
に
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
浅
井
氏
の
濯
概
支
配
の
実
態
を
追
求
す
る
た
め
に
、
浅
井
氏
の
膝
元
に
用
水
を
供
給
し
て
い
た
高
時
川
に
焦
点
を
あ
て
て
、
用

水
争
論
の
具
体
像
、
浅
井
氏
の
濯
甑
支
配
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

も

ち

ゅ

戦
国
時
代
、
浅
井
亮
政
の
子
久
政
が
、
高
時
川
に
餅
ノ
井
、
松
田
井

(
「
井
」
を
す
べ
て
「
ゆ
」
と
読
む
)

を
聞
い
た
と
伝
え
ら
れ
、

し
か
も
、
そ
の
時
の
条
件
と
し
て
、
ハ
円
餅
ノ
井
、
松
田
井
の
幅
は
、
大
井
の
取
入
口
と
同
じ
幅
に
す
る
こ
と
、
。
大
井
の
必
要
水
量
は
、

日
平
越
に
あ
っ
て
も
流
し
て
お
く
こ
と
、

と
い
う
こ
点
を
、
大
井
、
下
井
を
利
用
し
て
い
る
村
々
に
対
し
て
約
束
し
た
と
い
う
。
昭
和
十
六

年
の
合
向
井
堰
の
完
成
に
よ
っ
て
、

か
つ
て
の
大
井
、
下
井
、
餅
ノ
井
、
松
田
井
、
上
水
井
な
ど
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
現
地
調
査

と
、
滋
賀
県
伊
香
郡
高
月
町
農
協
組
合
長
近
藤
章
一
氏
の
御
教
示
か
ら
、
浅
井
氏
時
代
の
水
系
を
図
示
す
れ
ば
図
2
の
如
く
な
る
。

こ
こ
で
、
浅
井
久
政
に
よ
っ
て
新
た
に
餅
ノ
井
と
松
田
井
の
二
つ
の
井
堰
が
開
か
れ
た
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。
図
に
よ
っ
て
も
明
ら

戦国大名浅井氏の濯波支配

か
な
よ
う
に
、
餅
ノ
井
が
丁
野
村
を
は
じ
め
と
す
る
東
浅
井
郡
八
ケ
村
に
水
を
供
給
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
餅
ノ
井
に
よ
っ
て
濯
概

さ
れ
た
東
浅
井
郡
八
ケ
村
が
浅
井
氏
の
直
轄
地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
松
田
井
か
ら
濯
概

さ
れ
た
高
野
が
浅
井
氏
の
直
轄
地
で
あ
っ
た
か
否
か
明
確
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
新
た
に
聞
い
た
二
つ
の
井
堰
の
内
、

八
ケ
村
に

濯
概
す
る
餅
ノ
井
が
、
浅
井
氏
の
直
轄
地
の
水
田
を
う
る
お
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
浅
井
久
政
に
よ
る
、
濯
概
治
水
工
事
の
い
わ
ゆ
る
「
民
政
」
と
称
さ
れ
る
実
態
が
、
浅
井
氏
自
身
の
直
轄
領
の
生
産
力
増
強
を

中
心
的
な
意
図
と
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
武
田
氏
が
「
民
政
」
を
つ
く
し
た
釜
無
川
の
治
水
も
、
そ
の
治
水
に
よ

27 

ほ
か
な
ら
ぬ
武
田
氏
の
直
轄
地
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
@
と
合
わ
せ
考
え
て
み
て
、

っ
て
耕
地
の
安
定
を
み
た
の
が
、

戦
国
大
名
の
治
水
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戦国大名浅井氏の濯瓶支配29 

主要用水争論関係史料

年月 日 差 出 宛 名 所 ~)( 

天文2年7月 1日 浅井亮政 青名百姓中 南部文書

年不詳7月4日 11 相撲庭百姓 宮川文書

天文24年7月22日 浅井久政 大井懸所々百姓中 磯野共有文書

弘治3年6月27日 λγ 富田庄地下人中 富田文書

弘治3年 7月25日 λソ 11 11 

年不詳7月14日 "γ 三田村新兵衛尉 三田村文書

永禄9年 6月4日 浅井長政 馬渡上下並富田百姓中 富田文書

事
業
な
ど
を
、
そ
の
権
力
の
本
質
の
問
題
と
か
ら
め
て
、
根
本
的
に
再
検
討
す
べ
き
必

要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
当
時
の
用
水
争
論
関
係
の
史
料
は
比
較
的
豊
富
で
あ
り
、
浅
井
氏
が
裁
定
し

た
用
水
争
論
の
史
料
を
主
な
も
の
だ
け
を
列
挙
す
る
と
以
上
の
表
の
如
く
な
る
。

こ
の
表
で
、
天
文
廿
四
年
(
一
五
五
五
)

の
浅
井
久
政
の
書
状
に
宛
名
が
「
大
井
懸

所
々
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
大
井
懸
と
は
、
大
井
か
ら
分
水
し
て
い

る
上
六
組
(
井
口
・
持
寺
・
保
延
寺
・
柏
原
・
渡
岸
寺
・
雨
森
)
、

(
東
物
部

下
六
組

-
西
物
部
・
磯
野
・
唐
川
・
東
阿
閉
・
横
山
)

の
合
計
十
二
ケ
村
で
あ
り
、
「
井
相
論
」

の
裁
定
に
十
二
ケ
村
を
対
象
に
し
て
い
る
ζ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
表
か
ら
も
読
み
と
ら
れ
る
よ
う
に
、
宛
名
が
「
百
姓
中
」
あ
る
い
は
「
地

下
人
中
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
用
水
争
論
に
際
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
の
村

落
領
主
と
い
う
べ
き
有
力
名
主
的
な
土
豪
層
に
で
は
な
く
、
裁
定
が
「
百
姓
中
」
あ
る

い
は
「
地
下
人
中
」
に
宛
て
ら
れ
た
こ
と
の
意
味
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

用
水
争
論
も
は
じ
め
の
内
は
、
そ
の
当
事
者
、
直
接
関
与
す
る
村
同
志
で
解
決
し
、
あ

る
い
は
解
決
し
え
ず
合
戦
に
ま
で
及
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
規
模
が
大
き
く
な
る
に
従

っ
て
、
当
事
者
聞
で
は
容
易
に
解
決
し
き
れ
ず
、
次
第
に
戦
国
大
名
化
の
方
向
を
歩
ん

で
い
た
浅
井
氏
が
、
そ
れ
ら
個
々
の
在
地
領
主
間
で
は
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
な
く
な
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っ
た
用
水
争
論
に
、

は
じ
め
は
第
三
者
の
立
場
か
ら
次
第
に
介
入
し
て
全
体
を
把
握
し
、
配
下
に
置
く
と
い
う
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

ま
さ
し
く
、

「
水
」
を
挺
子
に
し
て
の
浅
井
氏
の
権
力
拡
大
で
あ
り
、
こ
れ
が
浅
井
氏
に
と
っ
て
戦
国
大
名
化

の
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

三
、
浅
井
氏
の
在
地
領
主
把
握

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
浅
井
氏
は
在
地
領
主
相
互
間
で
は
解
決
し
え
な
い
用
水
争
論
の
裁
定
を
契
機
と
し
て
介
入
し
、
次
第
に
村
々
を

掌
握
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
重
大
な
の
は
、
そ
れ
ら
在
地
領
主
と
浅
井
氏
の
関
係
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
浅
井
氏
に
よ
る
そ
れ

ら
在
地
領
主
の
把
握
の
問
題
で
あ
り
、
被
官
化
の
実
態
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
国
大
名
に
よ
る
「
水
」
支
配
の
問
題
点
が
浮
き

ぼ
り
に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
も
、
前
掲
の
高
時
川
流
域
に
視
点
を
あ
て
論
及
す
る
こ
と
に
し
た

L 、。
高
時
川
に
設
け
ら
れ
た
上
水
井
・
大
井
・
下
井
・
餅
ノ
井
・
松
田
井
の
五
つ
の
井
堰
の
内
で
、
最
も
水
利
の
点
で
影
響
を
与
え
て
い
た

の
は
十
二
ケ
村
に
分
水
し
て
い
た
大
井
で
あ
る
。
中
世
、
こ
の
付
近
は
富
永
庄
の
庄
域
で
あ
り
、
こ
の
大
井
の
水
利
権
は
、

富
永
庄
の

「
井
の
預
」
と
な
っ
て
い
た
井
口
氏
に
把
握
さ
れ
て
い
た
。
井
口
氏
は
そ
の
字
が
示
す
如
く
、
井
口

(
滋
賀
県
高
月
町
井
口
)
に
あ
り
、

井
堰
の
取
水
口
に
あ
た
る
井
口
の
地
に
自
ら
の
居
館
側
?
を
築
き
、
在
地
領
主
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
文
明
二
年

(
一
四
七

O
)
以
降
は
京
極
氏
の
被
官
と
な
っ
て
い
た
と
み
え
、

「
江
北
記
』
の
に
は
、

根
本
質
方
被
官
之
事

今
井
。
河
毛
。
今
村
。
赤
尾
。
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掘
。
安
養
寺
。
三
田
村
。
弓
削
。

浅
井
。
小
野
八
郎
。
河
瀬
九
郎
。
二
階
堂
。

一
乱
初
刻
御
被
官
参
入
衆
事

井
口
越
前
駐
喉
浅
見
脚
叶
弓
削
式
部
。

伊
吹
部
正
蜘
鴨
川
渡
辺
。
平
田
山
山
首

と
あ
っ
て
、
井
口
越
前
が
浅
見
氏
な
ど
と
共
に
京
極
氏
の
被
官
と
な
っ
て

口

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
井
口
氏
は
京
極
氏
に
属
す
る
以
前
は

条
氏
に
従
っ
て
い
た
こ
と
も
こ
の
史
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら

に
、
次
の
天
文
廿
四
年
(
一
五
五
五
)

の
起
請
文
案
@
に
見
る
如
く
、
大

井

井
の
竪
様
を
差
配
し
て
い
た
こ
と
は
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

写真 2

天
罰
起
請
文
事

一
大
井
竪
様
、
一
重
立
、
二
重
立
之
儀
者
、
先
以
存
知
不
レ
仕
侯
。
何
水
強
時

者
、
二
重
も
三
重
も
相
竪
所
も
可
レ
有
ユ
御
座
一
候
。
亦
一
重
之
所
も
可
レ
在
レ

之
候
ニ
哉
。
飢
水
ニ
成
候
と
て
、
二
重
、
三
重
之
俵
執
侠
儀
者
、
不
レ
承
事
。

一
建
留
薦
止
之
儀
者
、
大
井
江
能
々
可
レ
被
レ
成
-
一
御
尋
-
事
。

一
飢
水
之
時
、
下
井
ヨ
リ
就
一
一
訴
訟
一
手
崎
明
候
儀
、
六
分
一
遺
候
事
。

一
去
々
年
大
井
竪
様
、
越
前
守
成
道
寺
仁
コ
百
在
城
仕
候
時
、
被
レ
成
一
一
御
尋
一
、

可
レ
被
レ
室
百
二
起
請
一
回
日
候
。
井
奉
行
江
左
様
之
儀
、
一
向
無
エ
分
別
-
候
閥
、
存

分
申
者
、
於
ニ
其
上
'
、
非
分
申
方
、
可
レ
有
-
一
御
礼
明
一
之
由
、
御
返
事
被
レ
申

候
事
。
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一
一
段
飢
水
ニ
成
、
迷
惑
之
時
、
下
井
ヨ
リ
訴
訟
申
、
手
崎
明
申
候
問
、
左
様
之
儀
被
レ
成
-
一
御
分
別
一
、
可
レ
被
ニ
仰
付
一
事
。

右
燦
々
一
最
負
偏
頗
更
不
v
存
候
。
有
姿
申
上
候
。
高
一
於
一
一
偽
申
一
者
、
日
本
国
中
大
小
神
紙
、
富
士
、
白
山
、
春
日
大
明
神
、

野
三
所
之
権
現
、
八
幡
大
菩
薩
、
殊
者
当
社
山
王
可
v
蒙
ニ
御
罰
一
者
也
。
勿
起
請
文
如
v
件。

天
文
廿
四
年
七
月
廿
三
日

天
満
大
自
在
天
神
、
熊

平
井
九
郎
右
衛
門
尉

竹
本
太
郎
次
郎

こ
の
起
請
文
案
の
第
四
条
自
に
み
え
る
「
越
前
守
」
と
は
井
口
越
前
守
経
元
の
こ
と
で
あ
り
、
最
後
の
当
社
山
王
と
は
小
谷
山
王
権
現

を
さ
す
。
要
す
る
に
、
以
前
富
永
庄
の
「
井
の
預
」
で
あ
っ
た
井
口
氏
が
そ
の
「
井
の
預
」
と
し
て
の
特
権
か
ら
次
第
に
領
主
化
を
遂

げ
、
文
明
二
年
の
一
乱
以
後
京
極
氏
に
属
し
て
い
た
も
の
が
、
前
述
の
如
き
浅
井
氏
の
拾
頭
に
よ
っ
て
そ
の
配
下
に
組
み
込
ま
れ
、
浅
井

氏
と
姻
戚
関
係
@
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
家
臣
団
に
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
事
実
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
、
井
奉
行
と
は
前
掲
今
川
仮
名
目
録
に
も
見
え
る
、
が
、
実
際
の
任
務
は
今
川
氏
の
場
合
に
は
、
替
地
や
井
料
の
支
払
の
監
督
を
し

て
い
た
も
の
で
あ
り
、
長
曾
我
部
元
親
百
箇
条
の
五
十
一
条
⑩
に
は
、

一
井
普
請
之
事
、
在
所
井
奉
行
弁
為
庄
屋
、
無
退
転
様
、
堅
可
申
付
、
若
及
大
破
、
其
井
懸
者
に
て
可
叶
者
、
奉
行
中
迄
遂
理
、
在
所
中
相
催
、
可
申

付
事
。

と
み
え
る
。

井
口
氏
と
同
様
に
、
三
田
村
氏
も
ま
た
庄
官
で
あ
り
な
が
ら
、
用
水
争
論
の
こ
と
で
浅
井
氏
の
下
知
を
う
け
て
い
る
こ
と
が
次
の
三
田

村
文
書
@
に
う
か
が
わ
れ
る
。

(
捻
封
上
書
)

「
三
田
村
大
蔵
殿

浅
井
新
兵
衛



三
田
村
伊
議
殿

福
寿
庵
相
煩
候
、
為
ニ
我
等
一
甫
候
。

井
公
事
之
儀
、
世
上
切
水
に
成
候
問
、
前
々
の
こ
と
く
切
水
の
立
様
を
井
奉
行
へ
相
尋
、
一
吋
ニ
相
立
一
之
由
侯
。
我
等
賞
座
へ
申
様
ハ
、
前
々
の
立
様
相

論
不
一
一
相
果
一
候
問
、
其
段
何
と
成
共
、
一
途
被
一
一
相
究
-
、
可
v
随
ν
其
哉
と
、
左
兵
へ
申
候
つ
る
。
其
段
者
時
分
柄
侯
問
、
先
々
久
政
預
り
の
分
に
候

て
、
切
水
之
立
様
ュ
可
エ
相
究
一
之
由
候
。
其
内
百
姓
共
か
た
〈
被
-
一
仰
聞
一
候
て
、
明
日
に
て
も
御
堂
城
候
而
可
ν
被
ニ
仰
分
一
候
。
為
v
其
申
候
。
恐
柏
田
謹

一一言。

亮
頼
」

七
月
朔
日

亮
頼
(
花
押
)

こ
の
史
料
は
無
年
号
で
あ
る
が
、
関
連
史
料
か
ら
天
文
廿
四
年
(
一
五
五
五
)
と
考
え
ら
れ
、
浅
井
亮
頼
か
ら
三
田
村
大
蔵
お
よ
び
三

田
村
伊
予
守
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
、
文
中
左
兵
へ
と
は
浅
井
久
政
の
こ
と
で
あ
る
。

差
出
人
の
浅
井
亮
頼
は
、
浅
井
新
兵
衛
尉
亮
頼
で
、

天
文
十
四
年
(
一
五
四
五
)
十
二
月
十
一
日
付
竹
生
島
年
行
事
御
坊
中
宛
書
状
@

で
、
浅
井
久
政
の
命
を
奉
じ
て
日
御
供
米
の
こ
と
を
沙
汰
し
て
お
り
、
ま
た
、
水
禄
元
年
(
一
五
五
八
)
十
一
月
廿
七
日
付
「
折
始
祝
日

戦闘大名浅井氏の濯波支配

記
」
、
、
氷
禄
八
年
(
一
五
六
五
)
と
推
定
さ
れ
る
正
月
廿
六
日
付
島
奉
行
衆
中
宛
書
状
@
に
も
名
、
が
見
え
、
殊
に
、
浅
井
氏
の
一
族
と
し

て
、
竹
生
島
関
係
の
折
衝
に
あ
た
っ
て
い
た
武
将
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

即
ち
、

「
井
公
事
」
に
関
し
て
、
浅
井
氏
の
一
族
で
あ
る
浅
井
亮
頼
か
ら
三
田
村
氏
が
命
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、

と
り
も
な
お
さ

ず
、
従
来
、
独
立
的
で
し
か
も
浅
井
氏
に
比
肩
し
う
る
勢
力
を
持
っ
て
い
た
国
人
領
主
三
田
村
氏
の
権
力
の
否
定
に
他
な
ら
、
ず
、
三
田
村

民
が
浅
井
氏
の
家
臣
化
し
つ
つ
あ
る
状
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

濯
、
甑
支
配
権
が
荘
園
領
主
か
ら
在
地
領
主
に
掌
握
さ
れ
て
い
っ
た
点
は
、
宝
月
圭
吾
氏
@
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

荘
園
制
の
崩
壊
と

歩
調
を
一
に
し
て
濯
、
慨
に
関
す
る
権
限
が
荘
園
領
主
か
ら
在
地
領
主
の
手
へ
と
渡
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
戦
国
大
名
の
掌

33 

握
へ
と
至
る
過
程
は
、
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
在
地
領
主
層
の
被
官
化
の
過
程
と
表
裏
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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回
、
お

わ

り

[こ

用
水
問
題
が
、
惣
結
合
の
か
な
め
と
な
っ
た
と
了
度
裏
腹
の
関
係
と
し
て
、
戦
国
大
名
に
と
っ
て
、

か
な
め
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

や
は
り
、
用
水
問
題
は
領
主
化
の

以
上
述
べ
来
っ
た
如
く
、
戦
国
大
名
に
よ
る
濯
甑
治
水
事
業
な
ど
を
、

そ
の
ま
ま

「
民
政
」

と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、

そ
の

「
民
政
」
の
裏
に
あ
る
権
力
的
本
質
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
戦
国
大
名
の
領
主
化
の
契
機
を
改
め
て
考
え
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、
各
地
戦
国
大
名
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
民
政
」
と
い
わ
れ
る
治
水
事

業
な
ど
も
検
討
し
な
お
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
稿
は
そ
の
た
め
の
大
ま
か
な
問
題
提
起
を
意
図
し
た
も
の
で
、
浅
井
氏
の
例
か
ら

は
、
付
新
た
に
開
設
し
た
井
堰
が
浅
井
氏
の
直
轄
領
に
直
接
思
恵
を
与
え
、
そ
の
水
田
を
う
る
お
し
た
こ
と
、
同
用
水
争
論
の
裁
定
と
い

う
「
和
平
」
の
ポ
l
ズ
を
と
り
な
が
ら
、
そ
の
実
、

第
三
者
と
し
て
介
入
し
、

自
己
の
権
力
を
増
大
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
、

同
「
井
公

事
」
の
こ
と
な
ど
で
直
接
、
在
地
領
主
に
命
を
下
し
、
そ
れ
ら
在
地
領
主
を
被
官
化
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
、
以
上
三
つ
の

点
で
は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
、
用
水
問
題
は
戦
国
大
名
領
国
確
立
途
上
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
契
機
と
な
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
戦
国
期
に
濯
概
治
水
事
業
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
原
因
、
理
由
に
つ
い
て
若
干
附
言
し
て
お
き
た
い
。

一
般
的
に
い
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
確
か
に
技
術
の
進
歩
が
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
が
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
戦
国
期
の
城
郭
築
造
は
、
土
木
、
建
築
の
分
野

で
、
そ
れ
以
前
の
水
準
を
は
る
か
に
進
歩
さ
せ
、

ま
た
、
鉱
山
の
開
発
な
ど
に
よ
る
岩
石
の
開
撃
技
術
の
進
歩
も
そ
の
原
動
力
に
な
っ

た
o

ま
た
、
水
原
慶
二
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
@
、

大
規
模
な
水
利
施
設
の
築
造
や
修
築
が
、
村
落
的
規
模
で
は
困
難
と
な
り
、
大
規
模



な
領
主
的
権
力
、
即
ち
戦
国
大
名
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
う
点
も
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
、
そ
れ
ら
と
共
に
、
戦
国
大
名
が
恒

常
的
な
合
戦
に
よ
っ
て
、
用
兵
の
術
を
体
得
し
、
そ
れ
を
一
時
的
に
大
動
員
を
必
要
と
す
る
、
こ
れ
ら
治
水
工
事
で
人
を
大
量
に
動
か
す

こ
と
に
応
用
し
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
戦
国
大
名
の
大
名
領
国
支
配
の
相
対
的
重
点
の
「
水
」
支
配
に
あ
っ
た
と
理
解

さ
れ
る
こ
と
も
、
そ
の
理
由
に
数
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

要
約
す
る
と
、
付
技
術
の
進
歩
、
。
大
規
模
な
土
木
工
事
が
村
落
単
位
で
は
困
難
だ
っ
た
こ
と
、
停
戦
国
大
名
が
用
兵
の
術
を
適
用
し

た
こ
と
、
帥
領
国
支
配
の
相
対
的
重
点
に
し
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
ら
四
つ
の
点
が
か
ら
ま
り
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
戦
国
期
に
お
け
る
濯
蹴

治
水
工
事
の
隆
盛
を
出
現
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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史
学
研
究
』
二
四
O
号
、
四
頁
)
。

古
島
敏
雄
氏
『
日
本
農
業
技
術
史
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史
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潅
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纂
『
辞
海
』
一
七
六
三
頁
。

『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
文
書
八
『
毛
利
家
文
書
』

『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
三
巻
、
武
家
家
法
I
、
二
八
頁
。

同
右
、
一
一
九
頁
。

一
九
六
O
。

一
九
六
五
。
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同
右
、
一
五
九
頁
。

同
右
、
二
六
二
具
。

前
掲
(
註
①
)
書
、
四
五

O
頁。

喜
多
村
俊
夫
著
。
一
九
五

O
。

古
島
敏
雄
著
。
一
九
六
三
。

農
務
局
編
。
一
九
一
七
。

拙
稿
「
戦
国
大
名
浅
井
氏
の
領
国
制
」
(
未
発
表
)
。

『
日
本
地
理
風
俗
大
系
』

7
、
近
畿
地
方
(
上
)
、
一
七
六
頁
。

『
滋
賀
県
市
町
村
沿
革
史
』
巻
四
、
四
二
六
頁
。

滋
賀
県
東
浅
井
郡
浅
井
町
須
賀
谷
居
住
、
大
野
寅
蔵
氏
談
。

滋
賀
県
伊
香
郡
高
月
町
尾
山
居
住
、
古
老
談
。

滋
賀
県
長
浜
市
公
園
町
居
住
、
古
老
談
。

前
掲
(
註
⑤
)
書
、
一

O
六
頁
。

中
沢
信
士
口
氏
『
甲
斐
武
田
氏
』
中
巻
、
一
ニ
ハ
頁
。
一
九
六
六
。
な
お
、
信
玄
の
治
水
事
業
に
関
し
て
は
、
早
川
、
須
田
両
氏
の
『
山
梨
県
水
寄

史
』
(
一
九
一
一
)
が
詳
細
に
扱
っ
て
い
る
。

拙
稿
「
井
口
一
城
」
(
『
日
本
城
郭
全
集
』
八
善
所
収
)
。
一
九
六
七
。

『
群
書
類
従
』
二
十
一
輯
、
合
戦
部
、
七
四
|
七
五
頁
。

磯
野
共
有
文
書
(
『
東
浅
井
郡
士
山
』
四
巻
、
二
五
九
i
二
六
O
頁)。

井
口
氏
の
女
が
浅
井
久
政
の
室
と
な
っ
て
い
る
。

『
近
世
村
落
自
治
史
料
集
』
第
二
輯
、
土
佐
国
地
方
史
、
一
ニ

O
六
頁
。
一
九
五
六
。

三
田
村
文
書
(
『
東
浅
井
郡
士
山
』
巻
四
、
二
一
三
一
ー
ー
三
三
二
頁
)
。

竹
生
島
文
書
(
『
東
浅
井
郡
士
官
巻
四
、
二
二
一
二
頁
)
。

近
江
富
田
阿
部
文
書
(
東
大
史
料
編
纂
所
影
写
本
)
0

一
九
六
O
o
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同
右
。

前
掲
(
註
⑤
)
書
、
三
三
五
頁
。

『
日
本
封
建
社
会
論
』
二
五
八
頁
。

一
九
五
八
。

〔
付
記
〕
本
稿
脱
稿
後
、
黒
田
日
出
男
氏
「
中
世
後
期
の
開
発
と
村
落
|
南
禅
寺
領
遠
江
国
初
倉
荘
l
」
(
『
歴
史
学
研
究
』
三
四
六
号
)
に
接
し
た
。

戦
国
大
名
が
開
発
の
主
体
村
落
を
い
か
に
把
握
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
提
起
は
、
湧
水
・
溜
池
利
用
の
谷
田
、
本
稿
で
追
求
し
た
如
き
中
河
川

の
濯
減
、
さ
ら
に
は
大
河
川
下
流
域
平
野
部
の
水
田
そ
の
他
の
形
態
が
、
ど
の
よ
う
に
領
主
支
配
の
あ
り
方
と
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

問
題
が
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
領
主
権
力
、
が
い
か
な
る
在
地
領
主
と
の
協
約
の
上
で
、
ま
た
、
村
落
の
ワ
ク
に
し
ば
ら
れ
た
形
で
水
系
を
押
さ
え
よ
う
と
し
た
か
が

問
題
と
な
る
。
浅
井
氏
の
場
合
、
「
懸
越
し
」
(
喜
多
村
俊
夫
氏
『
近
江
経
済
史
論
放
』
三
二
六
頁
)
の
実
態
が
右
の
事
態
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る

が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
機
会
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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